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いよいよ残り２回となりました。二月は、かるた・百人一首大会や夏の作品展、理科学習などで子ど

も達のたくさんの笑顔を見ることができました。また、全校朝会では中３スピーチが全員終わり、一人

一人の思いが伝わる個性あふれるスピーチでした。卒業する中学３年生の頑張った姿を見て、在校生が

しっかりと引き継いでくれるものと期待しています。 

三月は、卒業式がありますので、在校生全員で卒業生をあたたかく送り出したいと考えています。 

 

２月３日にかるた・百人一首大会をしました。          【優勝おめでとう】   

どの学級からも楽しそうな歓声が聞こえ、真剣な表情で取り組 

んでいました。多くの保護者の皆様が参観していただいたおかげ 

で、とても盛り上がっていました。ありがとうございました。 

子ども達は、頭の上に手をのせて、取り札を見つめる真剣な目、 

先生の声を聞き逃さないようにシーンと耳を澄ます様子から、子 

ども達の一生懸命さが伝わってきます。中学部１・２年は、百人 

一首大会を合同で行いました。上の句が詠まれるときにはシーンと 

静まり返り、真剣なまなざしで取り札を探す姿が印象的でした。日 

本の文化に触れるとともに、クラス全員が真剣に取り組むこと 

が、日頃の授業にもつながりますので、大切に続けていきたい行 

 事の一つです。今回は、各学年の 1位のみ掲載します。 

【かるた・百人一首大会の様子】 

 

 

小 1－１ 中村 日菜子 

小 1－２ 野本 旺佑 

小２－１ ドネリー 真彩 

小２－２ オコナ― 希子 

小３－１ 野本 日葵 

小３－２ ブラウン 萌 あつ子 

小４－１ リチャードソン 聖奈 

小４－２ 小山 乃那 

小５ 中村 寛太 

小６ 青木 魁 

中学１年 甲田 絹花 

中学２年 熊野 惇志 

中学３年 ナトール 実咲 

この二月・三月は、この一年の大きなまとめの月！ 

～かるた・百人一首大会～みんな楽しく真剣に頑張りました～ 
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夏休みの作品展 ～素晴らしい作品ばかりでとても見ごたえがありました～ 

2月３日に、夏休みの作品展を行いました。今年度は、応募総数４４点の作品が並び、大人顔負けの

力作ばかりで、とても見ごたえがありました。今年も学級からも授業や補習校祭りで取り組んだ作品を

出品していただきました。毎年工作の出品を楽しみにしている子ども達がたくさんいます。 

子ども達はいろんな才能や特技をもっています。補習校祭りでは楽器の演奏やダンスを発表するな

どの機会がありますが、今回は習字や絵画、工作、自由研究などに興味を持つ子どもの出番です。友達

のよさやがんばりを知り、みんなで認め合う場として、これからも大切にしていきたいと思います。 

【夏休みの作品展入賞者 ～おめでとうございます～】 

《書道部門》 

    金賞 ランドバーク アリス 愛結（小５）、梅村 香心（小６） 

    銀賞 工藤 真一郎（１－１）、ランドバーグ ハイディ 真結（１－２） 、ディキンソン 海琉（４－２） 

《絵画部門》 

    金賞 暮石 賢斗（４－１） 

銀賞 工藤  普（４－１）、小山 乃那（４－２） 

《自由研究部門》 

    金賞 工藤 真一郎（１－１）、 山本 理紗（１－１） 

    銀賞 工藤 彩良（幼稚部）、 石井 愛華（１－１） 

《工作部門》 

    金賞 カスティリオーネ 美空（幼稚部） 、マーティン サミュエル（５－１） 

    銀賞 プレストン 咲愛（１－１）、暮石 翔真（１－１）、 シェンク 莉里（２－２）、プレストン 浩輝（４－１） 

 

   

   幼稚部さんの豆まきを２月３日に行いました。 

   鬼役は小学５年生がしてくれました。お兄ちゃん、 

お姉ちゃん、大活躍です。ありがとうございました。 

楽しそうです！ 

 

【２月１７日の全校朝会 ～卒業する中学３年生からのメッセージを送る場面～】 

 



 

 

     

おはようございます。 

私は中学３年生の大森星奈です。 

今日は節分ですね。みなさんは節分にどんなことをしますか。 

それぞれの地域によって節分に行う行事は違うそうですが、私の家では毎年、外で豆まきをします。 

以前はお父さんとお母さんが鬼の役をしていましたが、最近はじゃんけんで負けた人が鬼をします。 

鬼は外、福は内と言いながら、豆をまきます。そして、その年の恵方を向いて巻きずしを黙って食べま 

す。小さい頃はお寿司を食べている途中でおしゃべりをして怒られたこともありました。 

今年の恵方は東北東だそうです。また、大豆をいった豆を歳の数プラスもう一個食べます。オース 

トラリアは夏なのでうちではしませんが、イワシの頭と柊を玄関につるすこともあるそうです。これら 

の行事にはすべて、家庭に幸運をもたらし、悪いことを追い払うという意味が込められています。 

ところでみなさん、節分は２月３日の豆まきだけではないことを知っていますか。節分とは元々 

季節を分けるということなので、春夏秋冬の季節の分け目の４回あるんです。 

春が始まる立春の前日：2月 3日ごろ 

夏が始まる立夏の前日：5月 3日ごろ 

秋が始まる立秋の前日：8月 7日ごろ 

冬が始まる立冬の前日：11月 7日ごろ 

２月３日の節分の豆まきが日本全国に広がったのは旧暦の大晦日と関係があるそうですが、 

みなさんも他の節分にどんなことをするか調べて見ると面白いかもしれませんね。 

 

今年度 2回目となる生活科・理科の学習を２月１７日に実施しました。学級日誌にも、「楽し

かった」「今度、いつあるの？」などの感想が書かれていました。 

先生方には事前の準備に時間をかけていただき、子ども達が楽しんでくれるようにいろいろ

な工夫をされていました。理科の楽しさは、自分で作ったり、実験したりして、「なるほど」と

気付くことではないでしょうか。自らが学びたくなる学習は素敵だと思います。 

≪理科・生活科の様子≫                                                  

幼稚部 お店屋さんごっこ 小１みずであそぼう   小２ つくって遊ぼう  小３ 植物を育てよう  小４ とじ込めた空気と水の体積  

小５ 電磁石を作ろう  小６ てこのはたらき  中１ 入浴剤づくり    中２ 圧力       中３ 浮力と密度 

 

全校朝会のスピーチから   中学部３年 大森 星奈さん 



＜今後の予定＞ 

・ ３月 ２日 卒業式 

・ 3月 ９日 修了式、成績通知表配付 

 

  

 ＜卒業式のご案内＞ 

  日時・場所 令和６年 3月２日（土） St Aidan校 ホール 

保護者受付時間 １０時～１０時２０分、開始時間 １０時３０分 

いよいよ卒業の時が迫ってきました。 

今年度も、主役である卒業生の思いを多くの方の前で発表する場として、代表生徒による「送辞」 

「答辞」に加え、「卒業の詩」として、それぞれの発達段階に応じて「呼びかけ」を入れています。 

１．当日は、朝から卒業生は卒業証書授与の練習、在校生は歌の練習を入れています。 

児童生徒が全校集会広場にいることもありますので、ご注意ください。 

   ２．卒業式は、補習校での学びの集大成としてとても大切に考えています。生徒たちの思いが詰まった 

卒業式を在校生や卒業生の保護者の皆様と一緒にお祝いできればと思います。特に、一世帯の人 

数制限をしていません 

 

 

  

 

 

 

【学校長より】 

今年度を振り返りながら、学校行事で子ども達の熱い思いを知り、授業で集中して学んでいる姿 

に喜びを感じ、体育館で一緒になって遊ぶことに楽しさを覚え、私自身が子ども達一人一人と共に 

成長させていただいたと思います。最近、子ども達と過ごすことは、私の「生きがい」でもあった 

と改めて感じ、感無量の思いになります。 

  これもひとえに、労を惜しまず頑張ってくださる保護者の皆様や先生方、それをサポートしてく 

ださる運営委員会・JCBの皆様のバックアップがあってこそだと強く感じています。子ども達が 

日々成長していく姿は、教員として大変喜ばしいことです。今後も子ども達の成長を願い、この 

補習授業校の発展のためにご協力していただければと思います。 

 

 


